










 

超音波診断装置の普及に伴ない,超音波の生体,とくに胎児に対する安全性の問

題がクローズアップされてきた。我々は超音波の安全性について検討するため

に膀帯血リンパ球や人工流産児 Fibroblast などを用いて,超音波照射による染

色体異常の発生の有無およぴ細胞増殖速度への影響について実験を重ねてきた。

しかし,染色体には表われない胎児の発生過程に与える影響についても更に検

討を加える必要があると考え,ICR 系姙娠マウスを用いて超音波による催奇性

実験を行ったので報告する。 


